
健康䛸温泉䝣䜷䞊䝷䝮➨120回月例研✲会    
⮬治体改㠉䛾歩䜏䛸䛣䜜䛛䜙
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崳崣崛町峘ਏ
人ઠ：5,162人(岰峋ਗ国ආક民706人岝44岵国)

（ਗ国ආ⋇崒嵤崡崰嵑嵒崊岝⋈ஶ国岝⋉米国）
਼ఝ：2,891਼ఝ ※2024年3月ଜક民੦本
人ઠ峙岝ੜൊ（1990年 4,483人 最）

એ：197.13k⋻
高ೡ化૨：27％
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1878年3月4日、旧薩摩藩郷士峑大蔵官僚
峘有島武峘長男峒峁峐東京小石川峕生峨島峵
1903年渡米峁、崷嵤崸嵤崱大学峔峓峑学峝、西
洋哲学峘影響峼受岻峵
1922年7月18日、土地共有峕峲峵有島農場
峘無償解放峼宣言峁、当時峘社会峕岿峨峀峨峔
反響峼呼峽峊 3



～崳崣崛町峘自体経峘੦本的峔અ岲方～

䞉日本国憲法92条䛂⮬治䛾本旨䛃䛸䛿
䛂団体⮬治䛃䛸䛂住民⮬治䛃
䞉地方⮬治体䛿䚸䛂地方政府䛃䛷䛒䜛䛸
䛸䜒䛻䛂住民䛾⮬治機構䛃䛷䛒䜛䚹
䞉主権⪅䛿住民䚹従䛳䛶䚸全䛶䛾政⟇
䛾出発点䛿䚸住民䛾ど点䚸持⥆䛩
䜛暮䜙䛧䛸安心䛾確保

䠍 ⮬治体䛾改㠉



～崳崣崛町峘自体峘崕嵤嵗嵤崱～

䐟 前例䞉⦪割䜚主⩏䛾打破
䐠 䛧䛜䜙䜏䛾䛺䛔社会
䐡 ⮬䜙⪃䛘⮬䜙⾜動
䐢 人㛫䛾尊厳䛸⮬由
䐣 徹底䛧䛯情報公㛤䛸参加
䐤 住民⮬治䛸民主主⩏
䐥 公益䞉公㛤䞉公正
䐦 社会正⩏䛾実現



自体峘峙峂峫
～岣୦峬峁峔岮岽峒岶峘公ਜ社会岤岵峳峘ే～
䐟⫋員採用改㠉(⬟力䚸多様性䠅1994年〜
䐠⫋員研修改㠉(新䛧䛔価値䚸意㆑改㠉䠅
䐡町民⥲合❆口ㄢ䛾タ⨨(現在廃止䠅
䐢䜎䛱䛵䛟䜚町民ㅮ座䛾㛤始
䐣多様䛺広報広⫈活動
䐤⫋員交流䛾拡大䠄海外派㐵䚸国䚸㐨䚸民㛫➼䠅

䐥外国⡠⫋員䛾採用
䐦情報共有䛾徹底
䐧実㊶䛾✚䜏㔜䛽䛻䜘䜛⮬治䛾慣⩦化
䐨䛂⮬䜙⪃䛘⾜動䛩䜛䛃䜎䛱䛵䛟䜚
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予⟬䝠䝲䝸䞁䜾䛾様子

内㒊䛾会㆟䜒公㛤

全䛶䛾会㆟䛿䚸公㛤原則



8

予⟬⦅成㐣⛬䛾公㛤䠄2009年䡚䠅

� 予⟬⦅成方㔪ㄝ明会䠄予⟬䛵䛟䜚䛾方㔪䚸前例排㝖䟿䠅

� 予⟬䝠䜰䝸䞁䜾 䠄最初䛾案䛿䚸䛰䜜䛜作䜛䛾䛛䠛䠅䊻

䊻䠄䛭䜒䛭䜒⣙束䛧䛯予⟬䛿䚸提案䛥䜜䛶䛔䜛䛾䛛䠛䠅

䊻䠄予⟬䛾増減䛿䚸䛹䛾段㝵䛷䚸ㄡ䛾㈐任䛷査定䛥䜜䜛䠛䠅

䊻䠄⟶理⫋䛾䝥䝺䝊䞁䜢ぢ䛘䜛化䚸町民䛜ホ価䠅

䋻 ㈈政民主主⩏䜈䛾挑戦



情報䝉䜻䝳䝸䝔䜱䝫䝸䝅䞊䚸個人情報保ㆤ⫋員⾜動䝬䝙䝳䜰䝹

公文書⟶理䛾法令体⣔ 䠄䝙䝉䝁町䠅
䜎䛱䛵䛟䜚基本条例䠄⮬治基本条例䠖䛂町䛾憲法䛃䠅

§䠎䡚䠏 情報共有䛾原則䚸情報䜈䛾権利

§䠔 情報䛾収㞟及䜃⟶理

䛂町䛿䚸䜎䛱䛵䛟䜚䛻㛵䛩䜛情報䜢正確䛛䛴㐺正䛻収㞟䛧䚸㏿䜔䛛䛻䛣䜜䜢
提供䛷䛝䜛䜘䛖⤫一䛥䜜䛯基準䛻䜘䜚整理䛧䚸保存䛧䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺䛔䚹䛃

情報公㛤条例

§18 㛤示情報䛾合理的公㛤

§37 情報䛾共有化䛾施⟇拡充

§40 町政情報䛾㐺正⟶理

§44 情報共有䛾制度改善

⥲合的䛺文書⟶理䝅䝇䝔䝮䠄
䝣䜯䜲䝸䞁䜾䝅䝇䝔䝮䠅䛾㐠用

情報䛾⟶理体制確保䚸
文書⟶理委員会䛾タ⨨

文書䛾保存期㛫䚸廃棄
䝹䞊䝹䛻基䛵䛔䛯⟶理

文書⟶理条例

§䠏䡚䠐 文書➼作成䛾原則䞉文書➼䛾㐺正⟶理

§䠑 実施機㛵䛾㈐務

§䠔 情報⟶理体制䛾整備推㐍

§15䡚16 文書➼䛾取得䛸処理䞉保⟶

文書⟶理つ則䚸文書⟶理委員会タ⨨せ⥘

個人情報保ㆤ条例

§9 個人情報䛾㐺正⟶理
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情報共有䜢支䛘䜛文書⟶理䝅䝇䝔䝮

文書䛿全䛶䜻䝱䝡䝛䛸䛻収⣡

㏥庁時䚸机䛾上䛿滑㉮㊰

文書䛿全䛶䝅䝇䝔䝮⟶理

䕿2000䠄H12䠅年度導入

䚽2004䠄H16H䠅年度文書⟶理条例整備

䕿文書䛿全䛶町民䛛䜙䛾㡸䛛䜚䜒䛾

䕿文書䛾⚾物化䜢排㝖

䕿文書䛿30⛊䛷取䜚出䛧䠄䝻䝇䛾削減䠅

䕿机䛾中䜒䚸ヲ⣽䛺䝹䞊䝹䛒䜚
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予⟬ㄝ明書䛂䜒䛳䛸知䜚䛯䛔䛣䛸䛧䛾仕事䛃䛾全戸㓄布

⇒ 䛂㈈政民主主⩏䛃社会䜈䛾一歩
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町民䛸䛾㆟ㄽ  䜎䛱䛵䛟䜚町民ㅮ座

䕿町民䜈䛾ㄝ明㈐任

䕿⫋員意㆑䛾改㠉

䕿1996年➨䠍回䡚
2024年3月䛷䠎䠎䠏回
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䇺政⟇意思形成㐣⛬䜈䛾住民参加䇻

䕿町㛗室䛾㛤放

䕿䜎䛱䛵䛟䜚䝖䞊䜽

䕿䜎䛱䛵䛟䜚懇ㄯ会

䕿䛣䛹䜒㆟会

䕿䛣䛹䜒䜎䛱䛵䛟䜚委員会



ક民ਫ਼ୈ会議峘最ੂ峘事
崳崣崛町峘峨峋峏岹峴手法峑あ峵自由参加峘「住民検討
会議」峕峲峴、ஜమ岵峳住民参加峕峲峴建設

名 称 道峘駅「崳崣崛崻嵍嵤崿嵑崞」
開 設 1997年５月４日
利用者  年間約70万人、売上4億円

14
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白⣬䛛䜙䛾住民参加

䕔㛤タ䠖2003年䠐月
䕔指定⟶理⪅䠖 NPO法人
䛒䛭䜆䛳䛟䛾会

䛚母䛥䜣方䛜䛴䛟䛳䛯図書㤋
NPO法人䛒䛭䜆䛳䛟䛾会䛜㐠営
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情報
共有

住民
参加

叟
参
叆
厱
叫
基
本
条
例
双
⤖
実 䠆全戸䛻㓄布䛧䛶䛔䜛条例䛾䝫䜿䝑䝖版

   䜟䛯䛧䛯䛱䛾䜎䛱䛾憲法

日本䛷初䜑䛶䛾⮬治基本条例



䜟䛯䛧䛯䛱䛾䜎䛱䛾䛂憲法䛃
䝙䝉䝁町䜎䛱䛵䛟䜚基本条例䛻䛴䛔䛶

䚽基本条例䜢作䜛㐣⛬䛜䛂住民⮬治䛃
䚽日本初䛾⮬治基本条例
䚽䛣䜜䜎䛷䛾住民⮬治䛾実㊶䠄⤒㦂䞉慣⩦䠅䜢条例化
䚽政⟇意思形成㐣⛬䜈䛾住民参加䛾明確化
䚽政⟇意思決定㐣⛬䛾公㛤⇒㤳㛗䛾政治㈐任䛾明確化
䚽町民䛾権利䛸⩏務䛾明示
䚽䛣䛹䜒䛾䜎䛱䛵䛟䜚䜈䛾参加権
䚽㤳㛗及䜃特別⫋䛾宣ㄋ
䚽㆟会及䜃⫋員䛾役割
䚽地方分権社会䛷䛾地方政府䛸䛧䛶䛾⤒営根拠
䚽4年䛻一度䛾ぢ直䛧⇒成㛗䛩䜛条例
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子どものまちづくりਸ
★ ニセコ町まちづくり੦本（平成12年第45ಀ）

(20ୃの町民のまちづくりに加する権利)
第11 20ୃのஒ年び子どもは、それぞれの年ೡに
ふさわしいまちづくりに加する権利をથする。
2 町は前ඨの権利を保するため、ૠಋそののૠஙにより
体的な制度を設けるものとする。

★ シンポジウムでの高ૅ生の発言
 「なぜなら、来はஎたちが૿うのだから」

★ 大人たちによるまちづくりの成ટは、子どもたちにもઉちにᄵ受するもの
 ⇒ 子どもたちのଢを大人たちがઌ໐にୂき、

まちづくりにખするல組みが要

18



Mt.Annupuri

All Rights Reserved, Copyright 2023 NISEKO board of education

子どものまちづくりਸ
★ 意見をୂく機会をಲ続すること

→ 子どもの意見すべてが実現できるわけではない
 子どもの意見が大જということを、
 ಲ続的にえていく 

「૽に立っているよ」「あなたがこのまちに要」
→ 「ごっこ」ではない。

 子どもという”性””ര性”からのଳ点をまちづくりにણかす

＜ୖ題＞
★ 子ども(家൦)のライフスタイルの多化への対ૢ

→ 加しやすい日ஙಉのਫ਼ୈ、学ૅઇとの連も
→ ଞに意見を言える”場”があることが重要

19
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★ 小中学生に自分のકむまちの理ੰをめてもらう取組
さらにୖ題を見つけ、言してもらうણ動も

★ ワークショップを中ੱに、フィールドワークを行い自分たちのཽで
    町のୖ題をનかめながら、子どもなりの議、言を行っている。

小中学生まちづくり員会

20
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子ども議会
★ 地ୠ社会のଡ成員として、

 まちづくりについて意見をべる機会
 ・ 政策への子どもの意見ખ
・ 社会体ୡや議会の૽સを理ੰする取組

 
★ 会場・ହ明員・進行方法なども町議会と同

 本会議は一ಹସ問のやりとりૄ
まとめણ動やઁ報ણ動なども行っている。

★ 員も子どもにわるようにわかりやすく回௦をするなど、
૭ચ性への力を重ねることで、「まちづくり௧スタッフ」として

 の員の資ସ向上にᇽがっている。

★  2024年から高ૅ生による議会も開

21
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子どもの意見がખされた取ੌ
★ 道ଡ଼のඌྩがない。ઐ通安全対策など

 →ඌྩのગତ、ઐ通安全ఏの設઼

★ ੨公ୱのバッテリーカーをなぜなくしたのか？
 ୮ણさせてඟしい
 →โ年「こどもの日」定で୮ણ。大人気に

 

★ 子どもたちでஔ୫のメニューづくり
→実に町内全ૅ「ふるさとஔ୫」
としてଦᇉ実現

★ ବ௴保全のସઑ⇒
「ふるさとၦ点」を
 子どもまちづくり員が
 選અし、町長へ言
 →௴所へ成長

ふるさとၦ点 ふるさとஔ୫

22
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★ 子どもにやさしいまちづくり事業
 Child Friendly Cities Initiative
 「子どもの権利約」の実現にா的に取り組む自体やコミュニティ。
 ユニセフ（国連ుญ੦金）が1996年～事業開。
 58か国5600தの自体などでன開されている（2021年3月）。

★ 日本では2018年～日本CFCIモデル実ᄷ自体のਫ਼事業がまり、
 ニセコ町は当初から。
2021年12月～日本CFCI実ᄷ自体として正ૄഅੳ。

 全国5自体（ニセコ町、北海道安平町、ଗ県୕દ市、町田市、ఱଐ市）

★ 子どもにやさしいまちをଡ成する
10要ಞのＰＤＣＡサイクルをન立し
取り組むことがめられる。

Unicefへの

23
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Mt.AnnupuriMt.Annupuri

こども来ୖの設઼
★ ഥ和3年(2021年)～ઇ員会に

 こども来ୖを設઼

★ 子どもに関する事務をா力一੪化し、
 子どもかやかに成長する୭をତ

★ 所რ事務
(1) 子どもの人権に関すること。
(2) 子ども・子て支ରஔહ(子どものための現金ஔહをく。)に関すること。
(3) ્定ઇ・保設び્定地ୠ保事業者ధびに

  ્定子ども・子て支ର設ಉに関すること。
(4) 子ども・子て支ର事業計に関すること。
(5) 子ども・子て会議に関すること。
(6) ుセンターに関すること。
(7) ニセコこどもைに関すること。
(8) その、ుઇ・保、子て支ରに関すること。

※ 本町では保など町長権の事務の一部をઇ員会に事務ભしている。 

24
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地ୠで子てを੍える

25

ＮＰＯ法人ニセコ来サポート
ニセコエリアの௴要の高まりから、人手不ଌのੰの取り組みとして、地ୠの
子て世代が主で発ଌ（法人ત取੭：ഥ和੪年6月）。෬႞期に子て世代が安
ੱして௮けるよう、保所が೬日の年ଜ年などのు事業、などபଠの多
いでもઓいજり体を動かせるો内ฉび場を

← 期間のો内のฉび場   
    ニセコ キッズパーク事業は、

 ೮でんぷんಠಛをリノベーション
したコミュニティ設をણ用

年ଜ年のు事業
地ୠのコミュニティセンターを

થણ用→
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子どもにやさしいまち

子どもの人権をஹり、
子どもがまちづくりにਸ

続૭ચなまち
SDGs来市ニセコ町 
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～地方分ਥ峘ਤ ⇔ 国峒峘連～

䞉国䛸地方䛿䚸対➼協力䛾㛵係
䞉住民䛻㌟㏆䛺地方⮬治体䛜䚸現場
実態䛻即䛧䛯ㄢ㢟ゎ決䛾䛯䜑䛾制
度タィ䜢提ゝ䛧䚸協力䛧䛶作䜚上䛢
䜛必せ
䠄地方分権大⥘䚸地方分権推㐍法䚸地方分権
改㠉推㐍法䠅

䠎 法律改正活動



市町村合併䛻㛵䛩䜛提ゝ書 䠄国䜈䛾提ゝ事例䐟䠅
 䠉新䛯䛺⮬治体構想䛾実現䛻向䛡䛶䞊

平成15年䠄2003年䠅2月1䠕日 

提ゝ䞉実㊶㤳㛗会会㛗 愛知県犬山市㛗  石田 ⰾ弘 
市町村合併㒊会㒊会㛗 北海㐨䝙䝉䝁町㛗  㐂坂 ㄔ二 

同副㒊会㛗 愛知県木曽川町㛗 山口 昭㞝 
同副㒊会㛗 岡山県㛗⯪町㛗  清家 㝯宣 

• 合併特例法䛾期㝈䛜㏕䜛中䚸平成䛾大合併䜢䜑䛠䛳䛶全国䛷㆟ㄽ䛜沸㦐䛧䛶䛔䜛䚹 䛧䛛䛧䚸䛭䛾䡞全国
画一的合併方式䡟䛻対䛧䛶䚸市町村㛫格差䛾発生䚸住民⮬治後㏥䛾 危惧➼䚸合併䛾弊害䜢心㓄䛩䜛住
民䛿多䛔䚹䜎䛯䚸特例目当䛶䛾合併ㄽ㆟䛜中心䛸䛺 䜚䚸国家百年䛾ィ䛸䛧䛶䛾䇾䛒䜛䜉䛝市町村⮬治体
像䇿䜢䜑䛦䛧䛯建タ的䛺㆟ㄽ䛜㐍 䜣䛷䛔䛺䛔㠃䜒䛒䜛䚹䛣䛾䛣䛸䛿䚸我䛜国䛾地方⮬治䛚䜘䜃国家戦略
䛸䛧䛶ㄔ䛻憂慮 䛩䜉䛝事態䛷䛒䜛䚹 

• 市町村䛿䚸歴史的䛻住民䛾䛯䜖䜎䛼努力䛻䜘䜚今日䛾発展䜢ぢ䛶䛚䜚䚸䛭䛾㢼土䚸 暮䜙䛧䚸⮬治䛾形態
䛿全国一律䛷䛿䛺䛔䚹住民䛾地域䜈䛾思䛔䛸䜚䜢⥔持䛧䚸地域 䛾発展䛻向䛡䛯住民⮬治䜢⫱䜐䛖䛘
䛷䚸地域䛾実情䛚䜘䜃個性䛻応䛨䛯䇾多様䛺⮬治 䛾仕⤌䜏䇿䛜強䛟必せ䛸䛥䜜䚸合併䛻䜘䜛㇏䛛䛺地域
䛵䛟䜚䛾䛯䜑䛾新䛯䛺⮬治䛾仕 ⤌䜏䛜強䛟求䜑䜙䜜䛶䛔䜛䚹 全国⣙300人䛾市町村㛗䛾参加実⦼䛜䛒
䜛全国㤳㛗㐃携交流会䜢母体䛸䛧䛶発㊊ 䛧䛯䡞提ゝ䞉実㊶㤳㛗会䠄50 人䛾市町村㛗䛜参加䠅䡟䛿䚸市町
村合併㒊会䜢タ䛡 7 回 䛻䜟䛯䛳䛶䚸合併問㢟䛻䛴䛔䛶真摯䛻検ウ䛧䛶䛝䛯䚹 

• 検ウ䛾⤖果䚸市町村合併䛿大䛝䛺時代䛾流䜜䛷䛒䜛䛸䛔䛖ㄆ㆑䛻❧䛴䜒䛾䛾䚸䛭 䛾合併推㐍手法䛻䛿
㔜大䛺問㢟点䛜䛒䜛䛸䛔䛖⤖ㄽ䛻⮳䜚䚸市町村合併䛻䛚䛡䜛具体 的ㄢ㢟䛻䛴䛔䛶提案䜢⾜䛖䜒䛾䛷䛒䜛䚹 

All Rights Reserved, Copyright 2007 政⟇提ゝ⮬治体会㆟
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z夕張䛾破䛯䜣䛿䚸㒔市䛾ㄢ㢟䜢䚸国䚸

㐨䛺䛹䛾外㒊䛾㈨㔠䜢最大㝈䛻活用䚸

市䛜独㉮䛩䜛形䛷㈈政㐠営䜢㐍䜑䛯䛣

䛸䛷䛒䜛䚹䛭䛧䛶䚸不㐺正䛺㈈務操作䛜

危機䜢そ䛔㞃䛧䛶䛧䜎䛳䛯䚹

夕張問㢟䜢教カ䛻 䠄国䜈䛾提ゝ事例䐠䠅

z夕張問㢟䛿䚸䝕䜱䝇䜽䝻䞊䝆䝱䞊䛾徹底䛜⮬治体⤒営䛾基本䛸䛺䜛䛣䛸䜢再確ㄆ

䛥䛫䚸䜎䛯䚸現⾜㈈政制度䛾㝈界䛸監査制度䛾㔜せ性䛾再ㄆ㆑䛸住民䛾⾜㈈政䜈

䛾㛵心䜢㧗䜑䛯䚹䛣䛾䛣䛸䛻䜘䛳䛶䚸⮬治体䛾䝍䝑䜽䝇䞉䝕䝰䜽䝷䝅䞊䜢確❧䛥䛫䜛䛣

䛸䛜䛷䛝䜜䜀䚸地方分権時代䛻䜅䛥䜟䛧䛔⮬律的䛺⮬治体㐠営䛜促㐍䛥䜜䜛䚹

z䜎䛯䚸日常的䛻⮬治体䛾㈈政㐠営䛻䛴䛔䛶䛾㛵心䛜㧗䜎䜛䛣䛸䛻䛺䜜䜀䚸決⟬

段㝵䛷䛾䝏䜵䝑䜽䛰䛡䛷䛿䛺䛟䚸ィ画䚸予⟬段㝵䛛䜙䛾住民䛾参画䛜本格化䛩䜛䛣

䛸䛜期待䛷䛝䜛

z地方㈈政健全化法䛿䚸夕張問㢟䛾

教カ䜢㋃䜎䛘䛶䚸㆟会䚸監査䛾機⬟䜢

強化䛧䛺䛜䜙䚸住民䜈䛾情報公㛤䜒充

実䛥䛫䛶䚸⮬治体䛾㈈政䛾健全度䜢担

保䛩䜛䜒䛾䛷䛒䜛䛜䚸䛥䜙䛻䚸一歩㐍䜑

䛶䚸各⮬治体䛿䚸独⮬䛾䜘䜚徹底䛧䛯

㈈務情報䛾提供䜔㆟会䛾機⬟充実䛾

䛯䜑䛾制度化䜢図䜛䛣䛸䛜求䜑䜙䜜䛶

䛔䜛䚹䠆2007年䠄平成19年䠅制定

夕張問㢟

䜺䝞䝘䞁
䝇䛸䝬䝛
䝆䝯䞁䝖
䛾再構⠏

地
方
分
権
時
代
叏
⮬
律
㒔
市

夕張問㢟䛿䚸名実䛸䜒䛻䚸各⮬治体䛜地方分権時代䛻䛚
䛔䛶䚸⮬律䛩䜛䛯䜑䛾䝅䝇䝔䝮䜢備䛘䜛㔜せ性䜢教䛘䛯

各⮬治体䛿今䛩䛠取䜚⤌䜏䜢䟿

㐺切䛺㈈務
情報䛾提
供䛜㔜せ

2007年㈈政再建団体指定



小䛥䛺⮬治体䛾今後䛾䛒䜚方䛻䛴䛔䛶䛾提ゝ

政⟇提ゝ⮬治体会㆟ 䛂小䛥䛺⮬治体䛾䛒䜚方
検ウ䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛃

30

䠎䠌䠌䠕䠄平成䠎䠍䠅年䠏月

政⟇提ゝ⮬治体会㆟

小䛥䛺⮬治体䛾䛒䜚方検ウ䝥䝻䝆䜵䜽䝖

真䛾地方分権䜢㐍䜑䜙䜜䜛多様䛷㇏䛛䛺基礎⮬治体䛻䜘䜛住民⮬治䜢䜑䛦䛧䛶

䠄国䜈䛾提ゝ事例䐡䠅



䝕䝆䝍䝹䝜䝬䝗䞉䝡䝄䛾創タ   国䜈䛾提ゝ䐢

• 䠎䠌䠎䠎年 㤳相官㑰䛻䛶䚸䝙䝉䝁町㛗䛜岸田⥲理䛻䝁䝻䝘⚝
後䛾日本䛾ほ光政⟇䛻䛴䛔䛶䛂䝕䝆䝍䝹䝜䝬䝗䞉䝡䝄䛃䛾創タ
䜢提ゝ

• 䠎䠌䠎䠏年䠑月 ほ光❧国推㐍㛶僚会㆟䛻䛶䛂新時代䛾䜲䞁䝞
䜴䞁䝗拡大䜰䜽䝅䝵䞁䝥䝷䞁䛃決定䠄䝕䝆䝍䝹䝜䝬䝗䞉䝡䝄䛾検
ウ明グ䠅䚹

• 同年䠒月䛆内㛶府䚸内㛶官房䛇䛂⤒済㈈政㐠営䛸改㠉䛾基本
方㔪䠎䠌䠎䠏䛃䠄㦵太䛾方㔪䠅同䝡䝄䛾制度化検ウ明グ䚹

• 䠎䠌䠎䠐年䠐月 䝕䝆䝍䝹䝜䝬䝗䞉䝡䝄制度創タ㐠用㛤始䠄滞在
期㛫䠒䛛月䚸㈨格䠖年収䠍千万円以上他䠅

All Rights Reserved, Copyright 2007 政⟇提ゝ⮬治体会㆟
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䠏 䝙䝉䝁町䛾䛂ほ光䛾危機 䛃
1991年䠄H3年䠅〜景気後㏥ ⇒ 宿泊客䛾急減
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彼䜙䜢引䛝付䛡䜛最大䛾㨩力䛿

䐟日本初䛾ほ光協会䛾株式会社化
䠄株䠅䝙䝉䝁䝸䝌䞊䝖ほ光協会タ❧

䠄1999年䡚2003年䠅

䐠 住民有志䛜
䛂海外ほ光客ㄏ⮴協㆟会䛃䜢タ❧

䐡䝙䝉䝁㞷崩ㄪ査所䠄住民䠅タ❧

ほ光䛾危機 ⇐町民䛜動䛟
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䐟ほ光協会䛾株式会社化䜈䛾㆟ㄽ
䞉 民主主⩏䛿䛂䝇䝍䞊䝖平➼䛃䚸䛂⤖果平➼意㆑䛃䛾排㝖
䞉 産業政⟇䛿差別化䛥䜜䛶䛾価値
䞉 ⾜政依存体㉁䛛䜙䛾⬺却䚸㈐任体制䛾明確化
䞉 ⮬主⮬律䚸䝇䝢䞊䝗䛒䜛意思決定

䐠東䜰䝆䜰ㄏ⮴協㆟会䛾タ❧䜈䛾㆟ㄽ
䞉 今後日本䛿人口減少社会䜈䚸少䛺䛔䝟䜲䜢奪䛔合䛖是㠀
䞉 伸展䛩䜛䝟䝸㏆㑹䛿䚸㏆㞄ㅖ国䛾䝸䝢䞊䝍䞊
䞉 ㏆㞄ㅖ国䜈䛾ほ光PR活動䠄台湾䞉㤶港䠅

䐡䝙䝉䝁㞷崩䝭䞊䝔䜱䞁䜾䛾㛤催
䞉 悲䛧䛔㞷崩事故䜢無䛟䛩䛯䜑䛾方⟇検ウ
䞉 䝙䝉䝁㞷崩ㄪ査所䛾タ❧→䛂䝙䝉䝁㞷崩情報䛃䛾㓄信
䞉 䝇䜻䞊場䛛䜙䝁䞊䝇外䠄冬山䠅䜈䛾䝀䞊䝖䜢タ⨨
䞉 䝀䞊䝖㛤㛢䜈䛾地㐨䛺理ゎ䞉共感活動



株式会社化䛻⮳䜛⤒㐣
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䠎䡚 全国䛷初䜑䛶ほ光協会䛜株式会社化䛧䛯䛭䛾⫼景 䡚

ニセコリゾート観光協会の株式会社化について

1999年

2003年



道の駅と観光協会
䕔ᚨᲴ1997年(平成Ჳ年)Ჯ月Ხ日
■建ᚨᝲᲢ当初ᲣᲴᲬ億ᲬᲦᲭᲰᲲ万円
■平成ᲫᲯ年度までの増ᚨ・改修ᝲᲴᲫ億ᲯᲦᲲᲳᲯ万円
■年᧓利用ᎍ数ᲴᲫᲭᲪ万人 ※トイレのみの利用も含む

㈱ニセコリゾートᚇ光協会
全国初の株式会ᅈ化。

Ṳ設立ᾉ3003年(平成ᾀᾄ年)ᾈ月ᾀ日
Ṳ本ᾉᾁύ万円
Ṳ株主ᾉἝἍἅ町民ί公募ὸᾄήὉἝἍἅ町ᾄή
Ṳ株式会社化ỉἳἼἕἚᾉ
   Ṟ意思決定ỉᡆᡮ化
   ṟ協会及Ỏ各加入者ỉ責任ẝỦ観光振興
   Ṡ積極的Ể柔᠂ễ商品発Ὁ事業展
   ṡ行政損体ឋỉ打破

「ニセコビュープラザ直売会」

2012年(平成ᾁᾃ年度ὸᢃ営始
Ṳ会員数ᾉᾅᾇ人ίἘỶἁỴỸἚἉἹἕἩᾄ人含ớὸ
Ṳ直売会ỉἳἼἕἚᾉ
Ṟᠾ業者ỉ自立Ὁ多様ễ販売
ṟ在庫管理不要
Ṡ生産者ỉ自主的組織ỂẝỦẮể
ṡ生産者ỉ᫊ầ見ảỦ販売



全層雪崩は地表も削り取Ủ巨大な力が働く



雪崩の実際ί2003年4月 ἝἍἅỴὅἩἼ大沢ὸ



1980年代以降、雪崩事故が多発

䕻䝙䝉䝁䛷䛿1960年代䛾䝇䜻䞊場㛤発䛜⾜䜟䜜䜛前
䠄戦前䠅䛛䜙⮬然䛾地形䜢使䛳䛶新㞷滑㉮䛜⾜䜟
䜜䛶䛝䛯
䛆北大䝇䜻䞊㒊合宿䚸⛛父宮䜒滞在䛥䜜䛯䛇

䕻1980年代䛻䛺䜛䛸山㡬付㏆䜎䛷䝸䝣䝖䛜㛤㏻䚹大勢
䛾人䛯䛱䛜⡆単䛻䝇䜻䞊場外䜈出䜙䜜䜛䜘䛖䛻
䊻国内䛷最䜒㞷崩事故䛜多䛔山䛸䛺䛳䛯

事故䛾悲惨䛥䜢知䜛町民䚸䝇䜻䞊場㛵係⪅䚸䝇䜻
䞊䝲䞊䛺䛹䛜䚸事故䛻㐼䜟䛺䛔䛯䜑䛻䛿何䛜出来
䜛䛾䛛䜢⪃䛘始䜑䚸具体的䛺⾜動䛻⛣䛩

䕻1995年
䛂➨1回䝙䝉䝁㞷崩䝭䞊䝔䜱䞁䜾䛃㛤催
䊻䛂㞷崩事故䜢䛺䛟䛩䛯䜑䛻䟿䛃

ㄡ䜒䛜安全䛻冬山䜢楽䛧䜐䛯䜑䛻

39



● 崡崕嵤場ਗ峢出峵峒岷峙崚嵤崰岵峳
→ 総数11岵所（５崡崕嵤場峑）

● 崚嵤崰峘開൷峒安全ཟ発
→ 雪崩峘危険岶あ峵峒岷峙崚嵤崰峼封鎖
（“崳崣崛峔峊島ੲਾ”、各崡崕嵤場峘情報峕峲峴
各崡崕嵤場岶開閉峼判断）

→ 安全啓発
（崛嵇嵍崳崙嵤崟嵏嵛峕峲峵情報提供、
雪崩情報峘掲示、崻嵤崛嵛崩崏崫崓嵤峘配置等）

嵓嵤嵓峘ઈ用

岧崳崣崛崊嵛崴崿嵒地ય峔峊島事ଆૃ対ੁੈ議会岨
倶知安町、崳崣崛町、日本崷嵤嵊崳嵤嵒崦嵤崰(株)、
(株)東急嵒崦嵤崰崝嵤崻崡、崳崣崛崻嵔崫崠、
崳崣崛崊嵛崴崿嵒国際崡崕嵤場、
崳崣崛嵊崌嵗崡崕嵤嵒崦嵤崰、崳崣崛雪崩調査所

岧崳崣崛崡崕嵤場安全ਹ用対ੁ連൪ੈ議会岨
（関係機関峒安全情報峼共有（年1回開催））
左記協議会参加団体、警察、北海道、蘭越町、
後志森林管理署（国有林）、消防、自衛隊
＊2019年（独）国立防災研究所峒協定締結

ਤ体

崳崣崛嵓嵤嵓 “嵕嵤崿峼岹岺峍峐峙峔峳峔岮”
z ਼ੀથਯ峘崹崎崨嵤崡崶嵤峼ཹ峁峲岰峒峃峵ਹ用者峘自峒安全峘峉峫岝崡崕嵤場峘嵕嵤崿峮

崚嵤崰峘開൷峕関峁峐定峫峳島峉 “崳崣崛嵓嵤嵓”岽峇岝崹崎崨嵤崡崶嵤峼峫峵国内ਗ峘௴峼ళ
峝ఞ峅岝崳崣崛崐嵒崊峼਼ੀ的峔崡崕嵤嵒崦嵤崰峕ਛ長岿峅峉原動力岞

z “崳崣崛嵓嵤嵓”峙岝ਹ用者峘自峼๑峁岝地ୠ峙峇峘安全峕大峔関ੱ峼峎岞地ୠ関બ者峘
連（“崹嵤崰崲嵤崟崫崿”）峕峲峵ஶੴ峼ૐ峁岝ેਯ年峕峹峉峍峐主体的峕ઈ峁ਢ岻峐岮峵岞

10
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"201ϱ World Ski Awards" 
Awards to the Niseko Region

WoƌldΖƐ BeƐƚ Ski BoƵƚiƋƵe Hoƚel    The Vale NiƐeko 

JapanΖ Ɛ BeƐƚ Ski ReƐoƌƚ Niseko United
JapanΖ Ɛ BeƐƚ Ski Hoƚel          Hilton Niseko Village
JapanΖƐ BeƐƚ Ski BoƵƚiƋƵe Hoƚel  The Vale Niseko
JapanΖƐ BeƐƚ Ski Chaleƚ                 Sekka kan HT Holidays
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䝙䝉䝁䝤䝷䞁䝗䜢支䛘䜛䜻䞊䝟䞊䝋䞁

新㇂暁生䝙䝉䝁㞷崩ㄪ査所㛗
Mr. Akio Shinya

䛄世界䛾䝇䜻䞊界䛻㈉献
䛧䛯䛅功⦼䛷䚸世界䛷初䜑
䛶䛾人物⾲彰䠙2014年
䝽䞊䝹䝗䝇䜻䞊䜰䝽䞊䝗
䛆䜸䞊䝇䝖䝸䜰䛻䛶䛇



外国⡠⫋員䛾活㌍䠄⫋員採用䠇国㝿交流員䠅

䜸䞊䝇䝖䝷䝸䜰䞉䜹䝘䝎䞉䝇䜲䝇䞉䝗䜲䝒䞉䜲䜼䝸䝇䞉䝙䝳䞊䝆䞊䝷䞁䝗䞉台湾䞉中国䞉
䝬䝺䞊䝅䜰䞉㡑国䛺䛹(毎年5人⛬度䠅



Hokkaido International School Niseko䛊ϮϬϭϮ年ϭ月Ϯϯ日㛤校
䛋

47

HIS≠1958年札幌市に開設
北海道唯一↝国認定↝⇊∙
⇥∞⇰⇝∍⇰∑⇟⇕∞∑
WASC認定校



௴入૾ய峘（崳崣崛町）



௴入૾ய峘（崳崣崛町）日ష峴嵣ຠશ



௴入૾ய峘（崳崣崛町）内嵣ਗશ



ਗ国人௴入૾ய峘（崳崣崛町, 2002年岵峳）



2023-24 ਗ国人௴入૾ய峘内（崳崣崛町）



䝙䝉䝁町ほ光䛾 SWOT 分析䠄䝙䝉䝁町ほ光䝡䝆䝵䞁䠅

53

内
部
要
因

強峩（Strength） 弱峩（Weaknesses）

•国内外僔儝儑兠先兠兟儝儲兠兀兠儤兠僑知僯僲僅
傘儵儊儤兠儝儲兠備僸僕傾僧傎国㝿的兎儢兠儬地僎
傽僌僔儺免兗儭力傎ㄆ知度僔㧗傻

•日本百名山傘羊㋟山備僸僔僄僦絶景傎儆兗儰儻
兎㐃峰僪清流日本一僑僨僐僉僅尻別川僐像傎
㇏傱僐自然環境

•兊儯兠儓働多様僐ほ光体㦂凚登山傎儝儑兠傎免
儹優儇兗儔等僔儆儓優儇儷優儇僪㣗傎温泉僐像凛

•新千歳空港僪札幌僐像傱僯傎最短働僨㌴働2
時㛫程度傱傱僱立地

•儯償儗町僞僔交㏻儆儓償儝傎傰僮僙儌兎儆内僔域
内僔移動手段凚凤次交㏻傎域内交㏻凛傲㝈
定的凚ほ光客僔凪割傲自家用㌴兟児兗儣儏兠僸
利用凛

•多様僐㢳客儯兠儞僸満㊊傻僁僱儙兠儷儝提供
凚儙兠儷儝僔種㢮兟品㉁凛僔不㊊

外
部
要
因

今後峘機会（Opportunities） 今後峘脅威（Threats）

•北海㐨新幹線僔延伸凚2030年僑新函㤋到札
幌㛫僔延伸僑僮僰傎㞄接傿僱倶知安町僑新㥐
㛤業予定凛傎傰僮僙㧗㏿㐨㊰凚後志自動㌴
㐨凛僔延伸

•北海㐨兟札幌働僔儎兎兗儸儧儓兟儵免兎兗儸儧儓冬
季競技大会僔㛤催凚2030年㛤催僸招致中凡
儆兏儾兗儝儑兠会場凛

•宿泊施タ僪ほ光施タ等僔新つ㛤業

•地域㛫競争僔激化凚特僑冬季僕傎国内僆傷働
僐債傎世界的僐儝儑兠兎儢兠儬傲競合僎僐僱凛

•新型儗兑儮儊儈兏儝感染症僔世界的僐流⾜僐
像傎ほ光兎儝儓凚疫病傎気候危機傎自然災害傎
戦争僪不況等凛僔発生僑僮僱儈兗儴儊兗儭客僔
急激僐減少

•㐣剰僐ほ光㛤発等僑僮僱自然環境僞僔㈇荷
増大僪儎兠儴兠儨兠兎儞兄凚混㞧僪満㊊度低下凛



䠒䠊数値目標䠄KPI䠅

䠒䠊数値目標䠄KPI䠅

䝙䝉䝁町ほ光䝡䝆䝵䞁



䝙䝉䝁ほ光圏䛾ㄆ定

5
5



世界がમぶニセコ

NISEKO, My Extreme

※䝽䞊䝹䝗䝇䜻䞊䞉ア䝽䞊䝗は、旅行業界の䜸䝇䜹䞊と評される䝽䞊䝹䝗䝖䝷䝧䝹䞉ア䝽䞊䝗の一つ

 䝇䜻䞊観光産業の中で最も名誉のある賞といわれ、各国ごとに䠐部門を表彰しています

○日本の䝧䝇䝖䞉䝇䜻䞊䞉䝸䝌䞊䝖   「䝙䝉䝁䝴䝘イ䝔䝑䝗」

○世界の䝧䝇䝖䞉䝇䜻䞊䞉高級䝕䝄イ䝘䞊䝈䞉䝩䝔䝹   「䝄䞉䞂ェ䞊䝹䞉䝙䝉䝁」

○日本の䝧䝇䝖䞉䝇䜻䞊䞉高級䝕䝄イ䝘䞊䝈䞉䝩䝔䝹

○日本の䝧䝇䝖䞉䝇䜻䞊䞉䝩䝔䝹   「䝠䝹䝖䞁䝙䝉䝁䝡䝺䝑䝆」

○日本の䝧䝇䝖䞉䝇䜻䞊䞉䝅䝱䝺䞊   「䝉䝑䜹䜹䞁」

○特別賞   「新谷暁生䠄䝙䝉䝁雪崩調査所所長䠅」

WORLD SKI AWARDS 2014䛷No1䛾ホ価
国内㒊㛛䜢独占䚸特別㈹䜒

䝙䝉䝁ほ光圏
䠏⮬治体≪⹒㉺町䞉
倶知安町䚸䝙䝉䝁町≫



崳崣崛HANAZONO嵒崦嵤崰

崘嵑嵛崺嵑崽崡崕嵤場

崳崣崛崻嵔崫崠崡崕嵤場
崳崣崛崊嵛崴崿嵒国崡崕嵤場

崳崣崛嵊崌嵗崡崕嵤場

崳崣崛連໕崩崣崴崿嵒崡崕嵤場

崳崣崛嵗崌崡崡崕嵤場崳崣崛గ内国崡崕嵤場

倶知安町䝠䝷䝣地区䝙䝉䝁町東山地区

崳崣崛崐嵒崊 ⇒ 崳崣崛山௺峘５町峑ଡਛ
                                   గ内町岝ુਮ町岝ᇨੴ安町岝ူ௭町岝崳崣崛町
䝙䝉䝁ほ光圏 ⇒ 倶知安町䚸⹒㉺町䚸䝙䝉䝁町䛾3町䛷構成



倶知安町 䠄䠙䝙䝉䝁䚸⨺㋟地区䛾最大⮬治体䠅
䐟Grand-Hirafu䠙䝙䝉䝁䜶䝸䜰最大
䐠Hanazono ⇒ G䠎䠌ほ光大⮧会合㛤催



�出典：北海道観光入込客数調査結果報告書

2023年 䝙䝉䝁ほ光圏䛾入㎸状況(倶知安町䞉䝙䝉䝁町䞉⹒㉺町) 
59



�出典：北海道観光入込客数調査結果報告書

䝙䝉䝁ほ光圏䛾入㎸状況(倶知安町䞉䝙䝉䝁町䞉⹒㉺町) 

60



�出典：北海道観光入込客数調査結果報告書

䝙䝉䝁ほ光圏䛾入㎸状況(倶知安町䞉䝙䝉䝁町䞉⹒㉺町) 61

2023年

外国人宿泊延数

738,794人



将来䜢ぢ据䛘䛯厳䛧䛔䛄景ほ䞉環境つ制䛅䛜
䛌共感Ǝ 䛻基䛵䛟 䛄Ⰻ㉁䛺投㈨䛅 䜢生䜐䚹

䝙䝉䝁町䛾⪃䛘方



䝙䝉䝁䝡䝺䝑䝆䛾商業施タ䠄䝄䞉䝡䝺䝑䝆䠅



㧗⣭䝩䝔䝹䛾㐍出䛜⥆䛟䝙䝉䝁䜶䝸䜰

䝙䝉䝁町

䛂䝄䞉䝸䝑䝒䞉䜹䞊䝹䝖䞁䝸䝄䞊䝤䛃
䛂䝰䜽䝅ʊ䝙䝉䝁䝡䝺䝑䝆䛃
䛂䝬䝸䜸䝑䝖 䝙䝉䝁 MOIWA䛃
䛂䜰䝬䞁䝸䝌䞊䝖 䝙䝉䝁 MOIWA]
倶知安町

䛂䝟䞊䜽䝝䜲䜰䝑䝖 HANAZONO䛃
䛂䜹䝨䝷䝸䝌䞊䝖䛃



⎔ቃとᬒほ、そして人々のᬽらしぶりが

ほ光ᆅの信㢗に

                      

4 環境䛸景ほ䛜㎰業䛸ほ光䜢支䛘䜛



㸰㸮㸮㸯 まちづくりᇶᮏ᮲例
㸰㸮㸮㸰 ⎔ቃᇶᮏィ⏬
㸰㸮㸮㸱 ᆅ⌫ ᬮᑐ⟇ᐇ⾜ィ⏬

ᆅᇦ᪂エネルギービジョン
㸰㸮㸮㸲 ⎔ቃᇶᮏ᮲例

ᆅᇦ┬エネルギービジョン
㸰㸮㸯㸯 ᆅ下Ỉ保᮲例、Ỉ㐨Ỉ※保ㆤ᮲例
㸰㸮㸯㸰 ➨2ᮇ⎔ቃᇶᮏィ⏬

➨㸲ḟニセコ⏫⥲ྜィ⏬㸦2002㹼㸧

『ᑠさな世⏺㒔ᕷ』㸦H14㹼23ᖺᗘ㸧

➨2ḟ⎔ቃᇶᮏィ⏬㸦2012㹼2022㸧

「Ỉ⎔ቃのまちニセコ」
Ỉᚠ⎔の保をᇶ┙に、≀㉁ᚠ⎔の保とྜわせてᆅᇦ⏕άᩥ
をᏲり⫱てる

ほ光⯆ィ⏬㸦2009㹼㸧、ほ光ビジョン
⎔ቃとのㄪ、ᆅᇦෆ⤒῭άᛶ など

㎰ᴗ⯆ィ⏬㸦2014ᖺ㸧

ᆅᇦᚠ⎔ᆺクリーン㎰ᴗ、ᆅ⏘ᆅᾘ、ほ光との㐃ᦠ など

地球温暖化対⟇実⾜ィ画䠄区域施⟇⦅䠅
➨2ᮇ⎔ቃモデル㒔ᕷアクションプラン

2015ᖺᗘẚ㹁㹍㸰ฟ㔞

2030ᖺᗘまでに44㸣๐ῶ

2050ᖺᗘまでに86㸣๐ῶ㸦+α㸧

➨㸳ḟ⥲ྜィ⏬『⎔ቃ㐀㒔ᕷニセコ』

2012㹼2024ᖺ

➨6ḟ⥲ྜィ⏬『こどもᮍ᮶ඹ㒔ᕷニセコ』
2025ᖺ㹼2032ᖺ

ᆅᇦ᪂エネルギービジョン㸦2003ᖺ㸧
ᆅᇦ┬エネルギービジョン㸦2004ᖺ㸧

ᆅᇦ┬エネルギービジョン㔜Ⅼテーマ㸦2006ᖺ㸧

崳崣崛町峘୭政ੁ ⇒ SDGsਟ市峢

SDGs未来ᣃ市 2018年
SDGsモデル事業

2014年ᲢH26年Უ「環境モデルᣃ市」
2015年ᲢH27年Უ「プラチナシティ」

㸰㸮㸯㸱 ⎔ቃモデル㒔ᕷ ᅜより㑅ᐃ
㸰㸮㸯㸶 㹑㹂㹅㹱ᮍ᮶㒔ᕷ ᅜより㑅ᐃ

世⏺㤳㛗ㄋ⣙᪥ᮏ⨫ྡ
㸰㸮㸰㸮 Ẽ候㠀ᖖ事ែᐉゝ・ゼロカーボンᐉゝ

⎔ቃᇶᮏ᮲例ᨵṇ、
エネ᮲例、⮬㌿㌴⏝促㐍᮲例

㸰㸮㸰㸯 Ẽ候ኚື㐺ᛂ᪉㔪
UNWTO ベストツーリズムビレッジ

㸰㸮㸰㸰 グラスゴーᐉゝ⨫ྡ㸦ほ光㸧
㸰㸮㸰㸱 GSTC シルバーㄆᐃ



平成䠎䠏年䠄2011年䠅䠑月䠍日施⾜

水環境保全条例䛾制定
○⎔ቃᇶᮏ᮲例

⏫は、Ỉ※ᆅ、Ἑᕝ、†、‵ཎ➼の⎔ቃ保にດめ、健なỈᚠ⎔とᏳ
なỈの☜保のためにᚲせなᑐ⟇をㅮじなければならない。

○➨㸯ḟ⎔ቃᇶᮏィ⏬㸦ィ⏬ᖺḟ2002ᖺ㹼2011ᖺ㸧
体テーマ「Ỉ⎔ቃのまちニセコ」
ᇶᮏ┠ᶆ㸯㸸Ỉ※ᆅがあるὶᇦの᳃ᯘを保し、㔛ᒣのά⏝を᥎㐍する
個ู┠ᶆ㸯㸸ኳ↛ᯘの不伐ᆅᇦを᫂☜にし、ຠᯝⓗに保する
ᡭだて③ 㸸Ỉ※ᆅ࿘㎶不伐の᳃ᯘ保᮲例をไᐃする

䝙䝉䝁町水㐨水源保ㆤ条例

水㐨水源保ㆤ地域内䜈䛾
建物➼䛾タ⨨䜢つ制

䝙䝉䝁町地下水保全条例

地下水䛾大㔞取水䜢つ制䛧䚸
地下水䛾枯渇䞉地盤沈下➼䜢㜵䛠



䝙䝉䝁町水㐨水源保ㆤ条例

䠄目的䠅

➨1条 䛣䛾条例䛿䚸䝙䝉䝁町環境基本条例(平
成15年䝙䝉䝁町条例➨29号)➨13条䛾つ定
䛾㊃旨䛻䛾䛳䛸䜚䚸町䛾水㐨䛻係䜛水㉁䛾汚
濁及䜃水源枯渇䜢㜵止䛧䚸水環境䛾保全䛸
生命䛾源䛸䛺䜛水源䛾保ㆤ䜢⾜䛖䛣䛸䛻䜘䜚䚸
⮬然㇏䛛䛺水環境䛸安全䛷Ⰻ㉁䛺水䜢確保
䛩䜛䛸䛸䜒䛻䚸Ⰻ好䛺水環境䜢将来䛾世代䛻
引䛝⥅䛠䛣䛸䜢目的䛸䛩䜛䚹



条例䛾内容

• 協㆟対㇟施タ
1 ⤥排水䜢利用䛩䜛施タ

2 砂利採取場䚸岩石採取場及䜃㖔物䜢掘採䛧䚸又䛿土石䜢採取䛩䜛施タ

3 産業廃棄物処理施タ又䛿産業廃棄物䜢保⟶䛩䜛施タ

4 水㉁汚濁㜵止法䛻定䜑䜛特定施タ 

• つ制対㇟施タ
1 水㐨䛾水㉁䜢汚染䛩䜛䛚䛭䜜䛾䛒䜛施タ

2 水源䛾水㔞䛻影㡪䜢及䜌䛩䛚䛭䜜䛾䛒䜛施タ

3 水源涵㣴䛸䛺䜛樹木䛾伐採䛜必せ䛸䛺䜛施タ

4 取水䜢目的䛸䛧䛶水源䛾枯渇䜢招䛟䛚䛭䜜䛾䛒䜛施タ

(つ制対㇟施タ䛾タ⨨䛾⚗止)
➨7条 何人䜒䚸水源保ㆤ地域内䛻䛚䛔䛶䚸つ制対㇟施タ䜢タ⨨䛧䛶䛿䛺
䜙䛺䛔䚹



水㐨水源保ㆤ地域

保ㆤ地域タ定䛾⪃䛘方
湧水䠄地下水䠅䛾涵㣴域䜢正確䛻特定䛩䜛䛣䛸䛿現実的䛻困㞴䛷䛒䜛䛣䛸䛛䜙䚸条
例䛾目的䛛䜙水㐨水源䛻影㡪䜢及䜌䛩可⬟性䛾䛒䜛区域䜢指定䚹

具体的䛻䛿䚸国土地理㝔䛾地形図䛛䜙湧水⟠所周㎶䛾➼㧗⥺䜔土地利用➼䛛
䜙涵㣴域䜢推定䚹

• ⾲流水䛾場合
排水䛜十分䛻希㔘䛥䜜䛺䛔䛷水㐨水源䛻到㐩䛩䜛可⬟性䛾䛒䜛区域䛸
䛩䜛䚹
䞉分水界䛺䛹䛻䜘䛳䛶決定

• 地下水䠄浅層地下水䚸深層地下水䠅
個䚻䛾⾜為䛜水㐨水源䛻影㡪䜢及䜌䛩可⬟性䛾䛒䜛区域䛸䛩䜛䚹

䞉浅層地下水䚸湧水䛾場合䛿䚸分水界䚸地形地㉁構㐀➼䛛䜙決定䛧䚸湧水地点䛛
䜙直⥺㊥㞳䛷半径䠍䠌䡉及䜃水㔞䛻応䛨䛶上流㒊䠍䡚䠎䡇䡉⛬度䛾⠊囲内䛸䛩䜛䚹

䞉深層地下水䛾場合䛿䚸井戸䛾半径䠍䠌䡉䛸䛩䜛䚹

水㐨水源䠍䠑⟠所䛾䛖䛱䚸䠓地区䜢指定䠄568➹⣙200ha䠅



実効性䛾確保
(勧告)
➨11条 町㛗䛿䚸協㆟⪅䛜➨8条➨1㡯ⱝ䛧䛟䛿前条➨1㡯䛾措⨨䜢䛸䜙䛪䚸又䛿䛸䜛ぢ㎸䜏䛜䛺䛔

䛸ㄆ䜑䜛䛸䛝䛿䚸協㆟⪅䛻対䛧䛶指導ⱝ䛧䛟䛿助ゝ䜢䛧䚸又䛿期㝈䜢定䜑䛶必せ䛺措⨨䜢䛸䜛䜘
䛖勧告䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛䚹

(中止命令)
➨12条 町㛗䛿䚸次䛻定䜑䜛事㡯䛻ヱ当䛩䜛⪅䛻対䛧䛶䚸協㆟対㇟施タ䛾タ⨨又䛿使用䛾中止䜢

命䛪䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛䚹
(1) ➨8条➨1㡯䛾つ定䛻䜘䜛協㆟䜢⾜䜟䛪協㆟対㇟施タ䜢タ⨨䛧䚸又䛿使用䛧䛶䛔䜛⪅
(2) ➨8条➨3㡯䛾ㄆ定䜢待䛯䛪協㆟対㇟施タ䛾タ⨨䛻着手䛧䛯⪅
(3) ➨8条➨3㡯䛾つ定䛻䜘䜚つ制対㇟施タ䛸ㄆ定䛥䜜䛯䛻䜒䛛䛛䜟䜙䛪つ制対㇟施タ䛾タ⨨䛻

着手䛧䛯⪅
(4) ➨11条䛻定䜑䜛勧告䛻従䜟䛪協㆟対㇟施タ䛾タ⨨䛻着手䛧䛯⪅

(氏名䛾公⾲)
➨14条 町㛗䛿䚸➨11条䛾つ定䛻䜘䜛勧告又䛿➨12条䛾つ定䛻䜘䜛命令䛻正当䛺理由䛺䛟䛧䛶従

䜟䛺䛔⪅䛜䛒䜛䛸䛝䛿䚸䛭䛾氏名➼䜢公⾲䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛䚹
2 町㛗䛿䚸前㡯䛾つ定䛻䜘䜛公⾲䜢䛧䜘䛖䛸䛩䜛䛸䛝䛿䚸䛒䜙䛛䛨䜑䚸公⾲䛥䜜䜛䛣䛸䛸䛺䜛⪅䛻対

䛧䚸䛭䛾理由䜢㏻知䛧䚸意ぢ䜢㏙䜉䜛機会䜢与䛘䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺䛔䚹

(⨩則)
➨16条 ➨12条䛾つ定䛻䜘䜛命令䛻㐪反䛧䛯⪅䛿䚸1年以下䛾懲役又䛿50万円以下䛾⨩㔠䛻処

䛩䜛䚹



䝙䝉䝁町地下水保全条例

䠄目的䠅

➨1条 䛣䛾条例䛿䚸䝙䝉䝁町環境基本条例䠄平成15
年䝙䝉䝁町条例➨29号䠅䛻つ定䛩䜛環境理念及䜃
環境方㔪䛾㊃旨䛻基䛵䛝䚸䝙䝉䝁町内䛻䛚䛡䜛地
下水䛾枯渇及䜃地盤䛾沈下䜢㜵止䛩䜛䛯䜑䛻䚸地
下水䛾採取䛻䛴䛔䛶必せ䛺つ制䜢⾜䛖䛸䛸䜒䛻䚸町
民生活䛻䛛䛡䛜䛘䛾䛺䛔㈨源䛷䛒䜛地下水䜢将来
䛻䜟䛯䛳䛶保全䛩䜛䛣䛸䛻䜘䜚䚸町民䛾健康䛷文化
的䛺生活䛻寄与䛩䜛䛣䛸䜢目的䛸䛩䜛䚹



問㢟点䞉今後䛾ㄢ㢟
• 地下水䛾判断䛾㞴䛧䛥
䞉地下水䛾流䜜䚸影㡪䜢判断䞉確ㄆ䛩䜛方法

䞉ㄪ査䛾⢭度䛸ㄪ査㈝用䛾問㢟

• ㈈産権䛸公共䛾⚟♴
䞉民法207条䛂土地䛾所有権䛿䚸法令䛾制㝈内䛻䛚䛔䛶䚸䛭䛾土地䛾上下
䛻及䜆䛃

䞉憲法29条➨1㡯䛂㈈産権䛿䚸䛣䜜䜢侵䛧䛶䛿䛺䜙䛺䛔䛃

ї➨2㡯及䜃➨3㡯䛷㈈産権䛾内容䛿䛂公共䛾⚟♴䛻㐺合䛩䜛䜔䛖䛻䚸
法律䛷䛣䜜䜢定䜑䜛䚹䛃及䜃䛂⚾有㈈産䛿䚸正当䛺⿵償䛾下䛻䚸䛣䜜䜢公
共䛾䛯䜑䛻用䜂䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛䚹䛃䛸䛧䛶䚸㈈産権䜒一定䛾制㝈䛻服䛩䜛
䛣䛸䜢定䜑䛶䛔䜛䚹 





௴峒୭峘૯的峔実ᄷ

町立ἝἍἅ᭗校ỉ学生ầỺἅỴὅἢἇἒὊểễụỺἅỴὊử実ោ

省ỺỆợỦ経ᝲ削減分Ị新ẺễἇὊἥἋỉ提
供Ẇ設備投ử行ạẮểỂ更ễỦ観光振興ử促

ᡶ

Ṳ観光事業者ỆợỦ省Ỻ設備導入

CO2削減ử自分ắểểẲề捉ảềờỤạẨẾẦẬỀẪụỉẺỜẆ
誰Ểờ参加ẲởẴẟợạ៲ᡈễ話᫆ửἘὊἰỆẆỽἧỹ形式Ể

ỉ環境ỺἽἀὊ講座ỉ催

ṲEdu-VacationίỺἙἷἢἃὊἉἹὅὸ= education + 
vacation

ṲỺἅἜỶἚỽἧỹ

第ᾁ夜῍ὁỶὅể᪦楽ỉ夜
῍

第ᾀ夜῍桂三段ỉỺἅ算段
῍

Ṳ観光事業者向Ậ環境Ὁ省ỺἽἀὊ勉強会Ẇ省Ỻ診断

町内ἭἘἽ照明ỉᾛᾔ
ᾓ化Ẇ温泉排湯ỉ熱
交換器ỉ導入Ẇ地熱

発ᩓỉ検討

崳崣崛町峘CO2出量峘約４割峼占峫峵観光分野岵峳峘CO２排出量峼削減峁峐い岹峉
峫、町民、観光事業者、観光客一体峒峔峍峉取組峩峼推進
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忌㑊施タ䠄䛤䜏処理施タ䠅䛾住民参加

䕿徹底䛧䛯ヰ䛧合䛔䞉䞉

䕿激䛧䛔反対㐠動

䕿条件取引䞉利益ㄏ導無䛧

䕿䜽䝻䞊䝈䝗型䠄水処理㈝用䛾削減䚸環境㈇Ⲵ低減䠅

䕿䝸䝃䜲䜽䝹率 䠓䠂 ⇒ 䠕䠏䠂䜈

䕔使用㛤始䠖䠎䠌䠌䠎年䠍䠎月

䕔埋❧容㔞䠖䠐䠈䠑䠌䠌㎥

䕔⥲事業㈝䠖䠔億䠒䠈䠒䠐䠏万円䕔一⯡廃棄物最⤊処分場



⏫ෆの⏕ごみ㸦ᐙᗞ・ホテル㸧㔞ሁ⫧

⏕ごみ㸩 ᐙ␆⣅ᒀ㸩下Ỉ㐨ởἾ㸦レーンศ㢮㸧



㞷䜢利用䛧䛯
減㎰⸆䜽䝸䞊
䞁⡿䛾倉庫 冬季䛾北㢼䜢利用䛧䛯低温倉庫

断熱䛿土䚸安価䛺省䜶䝛倉庫



地中崺嵤崰嵅嵛崿入事
• 䝙䝉䝁町民䝉䞁䝍䞊

S50年建タ䚸H23大つ模改修
床㠃✚ 2,462䟝
年㛫利用⪅ 32,300人
䠘改修内容䠚

䞉断熱性⬟䛾向上䠄㌣体䚸䜺䝷䝇➼䠅

䞉地中熱䝠䞊䝖䝫䞁䝥䛻䜘䜛冷暖房

冷房10䡇䡓×6台䠄大䝩䞊䝹䛾䜏䠅
暖房10䡇䡓×19台

䞉太㝧㏣尾式太㝧光発㟁1.8䡇䡓×1台
採熱⟶ 垂直埋タ方式

䝪䜰䝩䞊䝹 深度80䡉×31本
⿵助㔠 社会㈨本整備⥲合交付㔠

地中熱䝠䞊䝖䝫䞁䝥導入施タ ⇒ 䝷䝆䜸䝙䝉䝁放㏦局䚸
䛣䛹䜒㤋䚸有島グ念㤋䚸 情報交流䝉䞁䝍䞊䛂䛒䛭䜆䛳䛟䛃



業崷崎崡峑峘地中ਹ用
• 䝙䝉䝁㧗校䝝䜴䝇
㠃✚ 165.5㎡
」ᒙᵓ㐀による㧗᩿⇕ᆺビニール
ハウス㸦エアーハウス㸧

ᬮᡣ10kW×3ྎ
ボアホール80㹫×5ᮏ
Ỉᖹループ῝さ13.9m×2ᮏ

※H23年度㐣疎地域➼⮬❧活性化推㐍交付㔠事業



地中崺嵤崰嵅嵛崿峘入ટ
• 地中熱䝠䞊䝖䝫䞁䝥䛿䚸CO2排出
㔞䜢大幅䛻削減䛷䛝䜛

• 東京䛸比䜉䛶札幌䛾䜋䛖䛜有利
䛸䛺䜚䚸寒冷地䛻㐺䛧䛯⮬然䜶䝛
䝹䜼䞊䛾活用方法

http://gshp-sunpot.jp/about.html

䝙䝉䝁町民䝉䞁䝍䞊䛾場合

㔜油䛸㟁気䜢合ィ䛧䛯単位㠃✚当䛯䜚䛾単価䛿⣙䠑割
削減䚸一人当䛯䜚䛾単価䛿⣙䠒割削減䟿

䈜㻴㻞㻠年度以㝆䛿町民䝉䞁䝍䞊増⠏及䜃事務所増加
䠄1,788䡉2䊻2,462䡉2䠅䚸夏季冷房使用分䚸利用人数
䠄24,333人䊻40,645人䠅増加

䈜全体熱㔞䞉CO2排出㔞䛷比㍑䛩䜛䛸2,115MJ䞉153t-
CO2䠄H22䠅䊻782MJ䞉75t-CO2䠄H24䠅䛻削減

平成22年度䛸平成24䞉25年度䛾比㍑
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円
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m2䛒䛯䜚単価䛾推⛣

㟁気料

㔜油代



ἝἍἅ地区ỉ目指Ẵᠾ業ỉ姿 ⇒ 多様ễᠾ業ί大規模ὺ小規模᭗収益ὸ

◎区画の拡大により、大型作業機械の導入が可能となり、各作業時᧓が短縮。

◎給水口、排水口の管理箇所が少なくなり管理作業の省力化。ᲢᲯᲲ箇所→ᲬᲮ箇所Უ

◎畦畔延ᧈが短くなることにより草刈り等作業時᧓の短縮。ᲢᲭ.Ჲkm→Ძ.ᲳkmᲣ

〇大区画化による作業効率の向上 Ტ29枚ỷ3枚Უ

㎰業所得䛾倍増䞉⤒営安定

大型トラクターによる耕起・砕土

1 2 3



ἝἍἅ地区ỉ目指Ẵ姿

〇畑区画整形・勾ᣐ修正施工

◎区画の整形・勾ᣐ修正により、ᠾ業機械の作業時᧓や移動時᧓等が短縮。

◎暗渠排水により、湿質ᨦ害が緩和され、ᨀᩋ後の作業性が改善。

◎営ᠾ条件の改善・効率化により、᭗収益菜への転換を推ᡶ。

基盤整備䛻䜘䜚䚸
作業効率䛜䜾䞊䞁䛸䜰䝑䝥䟿

大型トラクターによる耕起・砕土
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海外䛾ど察䛜
団䛜䝙䝉䝁䜈

䜶䝛䝹䜼䞊䚸環境保全䞉ほ光政⟇䞉地方⮬治制度etc



Sustainable Top 100 Team Leader Green Destinations
www.greendestinations.org; www.sustainabletop100.org

GSTC(Global Sustainable Tourism Council)

世界Top100
日本䛛䜙
6地区㑅定

䐟䝙䝉䝁町
䐠白川村
䐡㔩石市
䐢三浦半島
䐣京㒔市
䐤沖⦖県



䝠䝹䝖䞁䝙䝉䝁䝡䝺䝑䝆䚸䝸䝑䝒䜹䞊䝹䝖䞁䝸䝄䞊䝤䛾景ほ

国䛛䜙ㄆ定䛥䜜䛯䛂環境䝰䝕䝹㒔市䛃䞉䛂SDGs未来㒔市䛃䛸
䛧䛶䚸世界的䛺権威䛾䛒䜛䛄䝧䝇䝖䞉䝒䞊䝸䝈䝮䞉䝡䝺䝑䝆䛅䚸

䛄 Green Destinations TOP100 䛅 䜢日本䛷唯一䛂W受㈹䛃



旧役場庁⯋䠄S42䚸1967年建タ䠅
R3,2021年䡚 新庁⯋利用㛤始
⮬❧䞉分散型䜶䝛䝹䜼䞊䝅䝇䝔䝮
外皮平均熱㑏流率䠄䠱䠝値䠅䠌䠊䠍䠔

䜲䝯䞊䝆図

୭ଦൟ峘新ૂༀ
（ැ ଆ಼崣嵛崧嵤）
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䛂株式会社䝹䝢䝅䜰䛃䛜䚸本社䜢東京䛛䜙䝙䝉䝁町䜈⛣㌿

⨺㋟山㯄䝡䞊䝹䜒〇㐀
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䝙䝉䝁留所
新潟㨶沼䛾八海㔊㐀䛜䚸䜴䜲䝇䜻䞊䛾留所䜢タ❧
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小森䝇䜻䞊〇作所
https://komori-ski.com/

https://www.town.niseko.lg.jp/iju/role_model/case6/

「ふるさとವઘであなただけのスキーഝを！」

https://komori-ski.com/
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共感㈨本社会䛾実現䜢目指䛩

共感䝁䝭䝳䝙䝔䜱㏻㈌ eumo(ë)
新地域㏻㈌䛂䝙䝉䝁䝴䞊䝰䛃䜢導入

北海㐨䝙䝉䝁町䛻䜅䜛䛥䛸⣡⛯䛩䜛䛸䚸䝙䝉䝁町
䛾加盟店䛷使䛘䜛㟁子㏻㈌䛄NISEKO eumo䛅䛜
㏉礼䛥䜜䜛ё旅⣡⛯䜢㛤始

䛆株式会社ONNEA 䛻䛴䛔䛶䛇
社名䠖株式会社ONNEA䠄䜸䞁䝛䜰䠅
本社所在地䠖北海㐨⺁⽥㒆䝙䝉䝁町㏆⸨
代⾲⪅䠖代⾲取⥾役 新井和宏
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北海㐨䝙䝉䝁䛾新䝅䝵䝑䝥䛂ICOR NISEKO䛃ㄌ生䟿
⨾容䜿䜰䜢䛛䛺䛘䜛䜹䝣䜵䜒併タ䛧䛯䚸注目䛾施タ
䛜䛴䛔䛻䜸䞊䝥䞁䚹
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経ੋ峘
自立

岧୭岨
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岧社会岨
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ક民自
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崳崣崛町峘
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上
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SDGs
地方生
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岧経ੋ岨
ୠਗ出峘ଆૃ嵣

ୠ内経ੋ୭峘ଡണ

ௌ௮力不ଌ嵣地੪౻用

地੪੫業峘୷શ化嵣ோਢ

地੪資嵣資ਓਛ
峘ણਙ化

岧୭岨
CO2ൾ出86％చ

開発峕峲峵୭ੜ

ବ௴保全嵣୭保全

岧社会岨
ક୧不ଌ嵣

ક峩峉岹峐峬ક峫峔岮

లਟ生ણ峕不安峔高ೡ者

地ୠ崛嵇嵍崳崮崋峘下嵣
自会ਸ入૨峘

同時ੰ決峼目峃地ୠୖ

崳崣崛町峘
ྟ力嵣க峘

上



岧経ੋ岨
岽島峨峑峕峔岮

地੪੫業峘連嵣地੪ਭି

民間資峘ళ峝峩

民学峔峓
峔連峘ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

岧୭岨
ੴ見峘ૐ峒発ਦ

୭ਔ峘上嵣්

民学峔峓
峔連峘ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

岧社会岨
ਸ਼２૽場

新峉峔峨峋峏岹峴峘主体

人౫ਛ嵣人౫入

地ୠ崛嵇嵍崳崮崋峘
新峉峔ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

民連峘峨峋峏岹峴会社峘ன

崳崣崛町峘
ྟ力嵣க峘

上

岿峳峕
地ୠ峢

発ਦ
ன開

実峕੫嵣実ᄷ峑
岷峵地ୠੌ௶嵣人౫

＝峨峋峏岹峴会社



Ṽᚇ光目的税ỉ導入検᚛Ὁ実施
Ṽ創業支援Ὁ企業ᡶ出支援
Ṽ下水ᢊ等基礎ỶὅἧἻỉ整備

⤒済
ᛢ᫆Ḡ地域経済循環ểẐ稼ẫ
力ẑỉ強化 ᛢ᫆Ḡ安心Ẳề住Ớ続Ậ

ỤủỦ地域ἅἱἷἝἘỵỉ形
成

環境

社会

䞉社会㈨本整備⥲合交付㔠(国交省)
➼䛻䜘䜛支援䜢想定

䠪䠥䠯䠡䠧䠫生活䞉
䝰䝕䝹地区構⠏事業

䞉事業整備構想⟇定䠄㛤発⾜為含䠅
䞉用地取得䞉㐀成

䞉⮬治⤌⧊䛾仕⤌検ウ䞉導入

稼ẫ力ỉ強化ẲẆ利益ử環境
保全Ệᢩ元Ẇ環境᩿ỂỉἨἻ

ὅἛ向上

ᐯ然環境ử求ỜỦ世界中ẦỤỉᚇ光客増加Ὁ有望ễ
投先Ẇ企業ᡶ出機会ỉ拡大Ẇ企業ỶἳὊἊỴἕἩ

䞉䜶䝛䝹䜼䞊構㐀㧗度化䞉㌿換理ゎ促㐍
事業䠄⤒産省䠅➼䛻䜘䜚支援

䞉地方創生推㐍交付㔠(内㛶府)
➼䛻䜘䜛支援䜢想定

町民ỉἉἥἕἁἩἻỶ
ἛὉ環境ἴἙἽᣃ市ỉ

ᐯỤỉ参加

生活ỉឋỉ向上Ẇ災害Ệ強ẟ
ộẼỀẪụẆ移住ᎍ増加

ᨽ用創出Ὁ人口微増傾向ỉ維持ὉỶὅἧἻ整備

人口微増傾向ỉ維持Ὁ地域経済担ẟ
手確保Ὁ企業ᡶ出ỉᛔ発

ᛢ᫆Ḡ省ỺẆ再Ỻ導入ỉ促ᡶẆ源循環

Ṽ環境ᣐ慮型個別Ὁᨼ合住宅ỉ建ᚨ促ᡶ
Ṽ地域源ử活用ẲẺ地域熱供給導入ίᾙᾡᬜ
前ὸṼ環境ᣐ慮型ᝋ徴的新庁ᑀỉ建ᚨί兼᧸災
Ύ ῭ὸ

Ṽ民᧓活用ᨼ合住宅建ᚨ等促ᡶ条例
Ṽ交ᡫ体系ỉ最ᢘ化ỆợỦ生活ỉឋỉ向
上 Ṽ᧸災ἍὅἑὊ建ᚨỆợỦ᧸災機Ꮱ強
化
Ṽ情報共有ể住民参加ỉộẼỀẪụ継続

環境䜢生䛛䛧䚸㈨源䚸⤒済䛜循環䛩䜛䛂䝃䝇䝔䜱䝘䝤䝹䝍䜴䞁䝙䝉䝁䛃䛾構⠏



5 SDGs未来㒔市䛾推㐍 ⇒ 䛂(株䠅䝙䝉䝁䜎䛱䛃䛾タ❧䛃

(株䠅䝙䝉䝁䜎䛱 ⇒ ➨2䛾役場機⬟䜢持䛴 䜎䛱䛵䛟䜚䝉䜽䝍䞊䛾多様性
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99SDG䡏⾤区䜲䝯䞊䝆図



崳崣崛町峘３峎峘୭方ଉ
（＋ຍಞ嵣ਞ動）

景観ড়ྭ
ნࢤ計画のઅఈ
規๏ਓに共感する༑ྒྷ౦ࣁ

環境基ຌড়ྭ、環境基ຌ計画
ਭಕਭ源ฯ護ড়ྭ・ஏ下ਭฯસড়ྭ
一ൢഉ棄ॴཀྵ計画、พफॄ計画

景ほ保全䞉㛤発つ制

㈨源䞉環境保全

地域内䜶䝛䝹䜼䞊循環政⟇

ஏ球温ஈଲߨࣰࡨ計画（区域ࡨࢬฦ）
環境モデルࢤ
・エネルギービジョン

堆⫧䝉䞁䝍䞊

景ほ条例䛻䜘䜛眺望点指定

※トータルな環境政ሊがᙲ

⬺炭⣲䞉気候変動対⟇ エネড়ྭ、ࣙऄড়ྭ、(気ޫรಊড়ྭ)࠸
気ޫรಊన応๏ਓ

ゼロカーボンઑ言・気ޫඉࣆସઑ言



◎環境基本条例峘改正
●再生可能崐崵嵓崖嵤事業峘適正峔促進峕関峃峵条例峘制定
●自転車峘適切峔利用峼促進峃峵条例
●気候変動対策推進条例（検討中） 峔峓

Ẽ候ኚືへのᑐᛂ

⦆ 

温室効果崔崡峘排出量峼
2015年比峑2050年峨峑峕

86％削減（崊崗崟嵏嵛崿嵑嵛）

森林峘適切峔管理峘推
進峕峲峵二酸化炭素峘

吸収量峔峓

㐺 ᛂ

「崳崣崛町気候変動
適応方針」峘策定

2050年ആટ崔崡ൾ出実ସ崤嵕
（ｾﾞﾛｶｰﾎﾞﾝ）

環境᧙ᡲ条例の制定

森林ビジョンの策定



2019/3/11 Niseko Town Office Eco model City

䠒 ⟇定済䜏及䜃検ウ中䛾条例

 環境䝰䝕䝹㒔市推㐍条例䠄仮䠅䠙⥲合条例䛸䛧䛶検ウ
  䠍䠊建物䛾低炭⣲化䜢促㐍䛩䜛条例

 䠎䠊⮬㌿㌴䛾㐺切䛺利用䜢促㐍䛩䜛条例

  䠏䠊事業活動䛾低炭⣲化䜢促㐍䛩䜛条例

  䠐䠊再生可⬟䜶䝛䝹䜼䞊䛾㐺切䛺導入䜢促㐍䛩䜛条例

  䠑䠊䜶䝛䝹䜼䞊情報䛾提供䜢求䜑䜛条例

  ⥲合条例䛸䛒䜟䛫䛶導入䜢検ウ中

  䠒䠊環境䞉ほ光目的⛯䠄宿泊⛯䠅䛾導入 ※



業地ୠૹ社



Photo by ARIMURA

所有⪅不明土地問㢟䛾ゎ決䛻向䛡䛶

䠓 日本䛾土地問㢟䜢⪃䛘䜛

䠔  国䜈䛾提ゝ事㡯䛺䛹
䝕䝆䝍䝹䝜䝬䝗䞉䝡䝄䛾滞在期㛫延㛗
䛂仕様発注䛃䛛䜙䛂性⬟発注䛃䜈䛾㌿換
地方分権䛾推㐍



９ 岽島岵峳峘自体
～相൩ჰஃ峘ુ資本社会峢～

䐟⾜政䛾更䛺䜛ぢ䛘䜛䛛
䐠⾜政䛾不作為䛾排㝖
䐡奪䛳䛯⮬治力䚸地域力䛾㏉㑏
䐡地域内分権䛾推㐍
䐢⮬䜙学⩦䛧䚸変化䛷䛝䜛⤌⧊
䐣多様性䚸柔㌾性䛸寛容䛺⤌⧊
䐤最大䛾効果䜢最少䛾⤒㈝䛷
䐥地域循環共生社会䜈
䐦SDG䡏䛾実㊶ ⇒ 共感㈨本社会䜈䟿



SDGs未来ᣃ市ἝἍἅ町ỉ挑戦
世界ᬍᧈ誓約日本署名
ἎἿỽὊἮὅ宣言
気候᩼常事態宣言
ἂἻἋἆὊ宣言ί観光ὸ

SDGs⾤区䛂䝙䝉䝁䝭䝷䜲䛃整備(➨2䛾役場䠅
地域林業商社䛻䜘䜛森䛾再生䠄➨3䛾役場䠅
多様䛺䜎䛱䛵䛟䜚䝉䜽䝍䞊 × 住民⮬治



～嵗嵤崗嵣嵑崌崽嵣崸嵑嵛崡～

䝙 䝉 䝁
新 㞷 ㇂

䠍䠌 䛣䜜䛛䜙䛾社会䜢⪃䛘䜛

䐟少子化対⟇䞉子⫱䛶支援䜈䛾政⟇㌿換
䐠教⫱改㠉䛾実㊶䞉多様性䛻富䜐寛容䛺社会
䐡地球環境㈇Ⲵ低減䛾⥭急対⟇
䐢㈨源循環型䛂共感㈨本社会䛃䛾実現
䐣地方分権䛻䜘䜛住民⮬治䛾実㊶



1920年䜘䜚1940年䜎䛷䛿減少䛧䛯䛜䚸戦後一時増加䛻㌿䛨䛯䚹䛧䛛䛧䚸全国的䛻㐣疎化䛜㢧ⴭ化䛧始䜑䛯
1960年㡭䛛䜙再䜃減少䛧始䜑䚸1980年䛻䛿1920年䛾半分以下䛻ⴠ䛱㎸䜣䛰䚹以㝆䚸横䜀䛔状態䛜⥆䛔
䛶䛔䛯䛜䚸2000年以㝆䚸多䛟䛾市町村䛜人口減少䛩䜛中䚸微増状態䛜⥆䛔䛶䛔䜛䚹

䠍䠍  国勢ㄪ査䛷䛾人口䛾推⛣



200,000

600,000

1,000,000

1,200,000

䠤12 䠤13 䠤14 䠤15 䠤16 䠤17 䠤18 䠤19 䠤20 䠤21 䠤22 䠤23 䠤24 䠤25 䠤26 䠤27 䠤28 䠤29 H30 R1 R2 R3

入湯⛯

特別土地保有⛯

町䛯䜀䛣⛯

㍍⮬動㌴⛯

固定㈨産⛯

法人町民⛯

個人町民⛯

800,000

400,000
66.8%

⏫⛯ධ㢠と⛯ྜの᥎⛣

※R3分䛿㏿報値
単位:千円

3.6%

14.8%

0

7.4%

56.6%

28.3%

3.2%

国䛛䜙地方䜈䛾⛯源⛣ㆡ

䠄個人町民⛯䛾所得割⛯率増䠅

令和䠏年度 一⯡会ィ⛯収 881,999千円䠄対前年度比䠇15,902千円䠅

䛆令和䠏年度⛯収䛾概せ䛇

䕺䛂所得䛃䛻䛛䛛䜛⛯䛿䚸新型䝁䝻䝘䛾悪影㡪䛜㢧ⴭ䠄個人䞉法人住民⛯䠅

ḵ上グ䛾⛯䛿主䛻䚸最䜒䝁䝻䝘䛾影㡪䜢受䛡䛯2020年中䛾所得䛜基䛸䛺䛳䛶䛔䜛䛯䜑䚹

Ḥ対前年度比 個人町民⛯䠖䕧10,461千円䠄䕧4.0䠂䠅 䚸法人町民⛯䠖䕧24,579千円䠄䕧32.7䠂䠅

䕺䛂㈨産䛃䛻䛛䛛䜛⛯䛿䚸堅ㄪ䛺伸䜃䠄固定㈨産⛯䞉㍍⮬動㌴⛯䠅

ḵ景気䛾悪化䛻䜘䜚䚸町䛾⛯収構成䛜従前䛾䛂固定㈨産⛯依存体㉁䛃䛻戻䜚䛴䛴䛒䜛
䚹Ḥ対前年度比 固定㈨産⛯䠖䠇44,933千円䠄䠇9.9䠂䠅䚸㍍⮬動㌴⛯䠖䠇333千円䠄䠇2.1䠂䠅

30.0%

52.5%

8.7%

5.7%

3.0%
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R3
0

R3
1

R3
2
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3
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R3
6
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R3
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R4
0

国営緊急ᠾ地再編整備分地方債残᭗

庁舎整備分地方債残᭗ί外構工事ᨊ

Ẫὸ
R3以ᨀ新規整備分地方債残᭗

R3以ᨀ施設整備分地方債残᭗

R2ộỂ借入分地方債残᭗ί見ᡂỚὸ

左᠆ᾉጏ棒ἂἻἧ 地方債残᭗ᾉ百万円 右᠆ᾉ折線ἂἻἧ 償ᢩ᫇ᾉ百万円

→庁舎整備分元償ᢩ始

→国営緊急ᠾ地再編整備分借入始

䊻庁⯋整備分借入㛤始

ᅜႠ⥭ᛴ㎰ᆅ⦅ᩚ備ศ償㑏㢠影㡪
䠄9年㛫䠅⣙1億900万円
実㉁㈇担⣙ 3,300万円

国営⥭急㎰地再⦅整備分地方債残㧗影㡪
借入予定㢠⣙9.7億円(㐣疎債充当䠅

䊻国営⥭急㎰地再⦅整備分元㔠償㑏
㛤始

庁⯋整備分償㑏㢠影㡪䠄25年
㛫䠅

⣙7,200万円

䛆破⥺䜾䝷䝣䛇
R3以㝆䚸施タ整備分䛸新つ整
備分䛾⥲㢠䜢5億円䛸䛧䛯場合

庁⯋整備分地方債残㧗影
㡪

借入予定㢠⣙17.3億円
 H30 66.9百万円
R1 294.5百万円
R2  1,363.6百万円
R3  9.7百万円

Ḥ折線ἂἻἧỊẐὊ R2ộỂ借入分償ᢩ᫇ίᙸᡂỚὸẑử基本ểẲẆ加算後ỉ償ᢩ᫇ểễẾềấụộẴ

※

※

※

※

地方債残高Ὁ償還額の推移
【財政ἉἷἱἾὊἉἹὅ値ᾉR2ἫὊἋ】 ※全会計分【参考ᾉR3以降5億円上限借入】
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持⥆可⬟䛺ほ光䛾取䜚⤌䜏
‐䝙䝉䝁町‐

䜂䛸䜚䜒取䜚残䛥䜜䛺䛔

住䜐人䜒䞉ゼ䜜䜛人䜒幸䛫䛺ほ光地䛵䛟䜚



ニセコௌの「࣍କ可な観ޭ」に関する経緯
（１）環境モデル市મ出（2014೧3月）

（２）SDGsາཔ市મ出（2018೧6月）

（３）気候ඉ常事ସઑ言（2020೧7月）

（４）持କ可な観光ஏ グリーンデスティネーションズTOP100મ出
（2020೧10月、

2021೧10月）

・ೖຌ൝࣍କ可な観ޭガイドラインのモデルஏ区મड़
画（GSTCࢂ業にࣆௌଞ形ࢤକ可な観ޭஏ域づくりモデル࣍・

）

（５）グラスゴーઑ言への署໌（2021೧11月）

（６）ベスト・ツーリズム・ビレッジ賞受賞（2021೧12月） 
䈜ೖຌは京ැඔ山ௌとニセコௌ

（７）観光ுௗ官න彰（2022೧12月） 



ニセコௌの「࣍କ可な観ޭ」に関する経緯
（１）環境モデル市મ出 （2014೧3月）

（２）SDGsາཔ市મ出 （2018೧6月）

（３）気候ඉ常事ସઑ言 （2020೧7月）

（４）持କ可な観光ஏ グリーンデスティネーションズTOP100મ出
（2020೧10月、2021೧

10月）
・ೖຌ൝࣍କ可な観ޭガイドラインのモデルஏ区મड़
画（GSTC）ࢂ業にࣆௌଞ形ࢤକ可な観ޭஏ域づくりモデル࣍・

（５）グラスゴーઑ言への署໌ （2021೧11月）

（６）ベスト・ツーリズム・ビレッジ賞受賞 （2021೧12月） 
䈜ೖຌは京ැඔ山ௌとニセコௌ

（７）観光ுௗ官න彰 （2022೧12月） 

（８）GSTC シルバーアワード受賞 (2023೧、佄石市が೧受賞）



Sustainable Top 100 Team Leader Green Destinations
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【目ఏとする】

【ੑ期間】 ഥ和੪年度 ～ഥ和10年度
   (2019年度～2028年度、10年間)

【数க目ఏ (KPI)】

 䝙䝉䝁町ほ光振⯆䝡䝆䝵䞁䛸䛿䠛

成熟䛧䛯通年型䛾
国際䝸䝌䞊䝖

目指䛩䜉き地域䛾姿 䠍

高品質䞉高付加価値䛾
国際䝸䝌䞊䝖

目指䛩䜉き地域䛾姿 䠎

町民が誇䜜䜛
国際䝸䝌䞊䝖

目指䛩䜉き地域䛾姿 䠏

9 䜸䝣䝅䞊䝈䞁䛾䛺い、国内外か䜙支持䛥䜜䜛地域

9 環境䛻配慮䛧䛯䝃䞊䝡䝇䜔商品が提供䛥䜜䛶い䜛地域

9 魅力的䛺職場䛸䛧䛶若者か䜙観光産業が選䜀䜜䜛地域

9 自然䞉歴史䞉文化䜢活か䛧䛯地域䛺䜙䛷䛿䛾本物䛾観光体験
䠄䝴䝙䞊䜽䠃䜸䞊䝉䞁䝔䜱䝑䜽䛺体験䠅が䛷き䜛地域

9 観光客が安全䛷䝇䝖䝺䝇䜢感䛨䛪䛻楽䛧䜑䜛地域䠄䜰䜽䝉䝅䝡䝸
䝔䜱䛸䝴䝙䝞䞊䝃䝹䠅

9 観光客䞉観光事業者䞉町民が互い䜢認䜑、地域䛾自然䜔文化䛾
魅力䜢理解䛧、環境等䛻配慮䛧䛯行動䜢䛧䛶い䜛地域

9 町民が観光䛾恩恵䜢実感䛷き䜛地域

町民䜔観光客か䜙信頼䛥䜜䜛、持続可能䛺国際䝸䝌䞊䝖将来像

数値┠ᶆ 2019年度 2028年度

【指標1】 観光消費額

【指標2】 延䜉宿泊者数

【指標3】 観光客満足度

【指標4】 䝸䝢䞊䝍䞊率

【指標5】 宿泊客䛻起因䛩䜛環境䜈䛾
負荷量

【指標6】 観光䛷生活が豊か䛻䛺䜛䛸
思う町民䛾割合

407.9億円

47.3万人

21.3䠂

80.9䠂

―
※2022年度䝰䝙䝍䝸䞁䜾調査実施予定

40.0䠂

530.0億円

80.0万人

30.0䠂

70.0䠂

―
※䝰䝙䝍䝸䞁䜾調査結果䜢踏䜎え設定

60.0䠂

GSTC基準䜢
取䜚入䜜䛶䛔

䜛䟿



  䝙䝉䝁町䛻䛚䛡䜛持⥆可⬟䛺ほ光䛾取䜚⤌䜏

主に町内௴事業者を対に、GSTC
੦を学ぶ、GSTC公ૄトレーニング
を実。

੦を学ぶだけでなく、日ଞで実ᄷ
する方法をઅえ学ぶトレーニング。

GSTCබᘧトレーニング



  䝙䝉䝁町䛻䛚䛡䜛持⥆可⬟䛺ほ光䛾取䜚⤌䜏

Green Destinations Top 100 
2年連続受ೖ

持続૭ચな௴の国的なੳ機関で
ある Green Destinationsが主ಈする、
世界のサステイナブルな行先
TOP100として、2年連続で受ೖ。

2021年はニセコ町の્に気動対
策が௬され、受ೖのઈびとなった。



  䝙䝉䝁町䛻䛚䛡䜛持⥆可⬟䛺ほ光䛾取䜚⤌䜏

UNWTO (国連਼ੀ௴機関)ベストツーリズムビレッジ受ೖ

地ୠコミュニティのଁと産を保全するために、௴の強みをણかした 地ୠからのરଐ事をめるべく、持
続૭ચな開発目ఏ（SDGs）にปって、地ୠにおいて新的でᆰ新な௴事業を実する地ୠを見つけ出す取組。
地ୠのகを高め、 保૧するために௴の૽સを高めることも目指している。



䝠䝹䝖䞁䝙䝉䝁䝡䝺䝑䝆䚸䝸䝑䝒䜹䞊䝹䝖䞁䝸䝄䞊䝤䛾景ほ

国䛛䜙ㄆ定䛥䜜䛯䛂環境䝰䝕䝹㒔市䛃䞉䛂SDGs未来㒔市䛃䛸
䛧䛶䚸世界的䛺権威䛾䛒䜛䛄䝧䝇䝖䞉䝒䞊䝸䝈䝮䞉䝡䝺䝑䝆䛅䚸

䛄 Green Destinations TOP100 䛅 䜢日本䛷唯一䛂W受㈹䛃



  䝙䝉䝁町䛻䛚䛡䜛持⥆可⬟䛺ほ光䛾取䜚⤌䜏

COP26 正ૄู：「௴における気動対策に関するグラスゴー്言」
௴分野における気動対策を加சし、今後10年間で௴部におけるCO2ൾ出を
減させ、2050年までに「ネット・ゼロ・エミッション」を目指すもの。
ニセコ町は日本の自体ではི一の初代౧者。

グラスゴー്の౧
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䝙䝉䝁温泉㒊
䝙䝉䝁温泉㒓䛾湯䜑䛠䜚䜢䛧䛺䛜䜙情報発信䛩䜛
䛂大人䛾㒊活動䛃䛸䛧䛶䚸SNS䜾䝹䞊䝥䛸䛧䛶䛿
1,000人以上䛾㒊員䜢持䛴䚹
䝙䝉䝁䜶䝸䜰䛾温泉情報䛾発信䛾䜋䛛䚸䝙䝉䝁温
泉㒓䜔後志䠄䛧䜚䜉䛧䠅䜶䝸䜰䛻䛒䜛温泉䛾知名度
䜰䝑䝥䛸盛䜚上䛜䜚䛻向䛡䚸䛥䜎䛦䜎䛺活動䜢展㛤
䛧䛶䛔䜛䚹

湯䜑䛠䜚名人ぬ書
湯䜑䛠䜚名人心得
湯䜑䛠䜚䛿䝇䝫䞊䝒䛰䟿
湯䜑䛠䜚加盟施タ
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ẁ位と⛠ྕ
ニセコぐめをタたれさ┕ຍに人ྡりぐめ
ってධプンタスの✀㸶に「ᖒ༳㹼㞟」し
を㞟めた᪉を「ྡ人」としてㄆᐃいたします
。さらにධᕠ㸱、人ྡẁ二でᕠ㸰、ね㔜を
で三ẁྡ人…となり、㸯㸯ᕠして༑一ẁྡ人
となられた᪉には、れ㧗い「⨺㋟ᒣ」の⛠
ྕを与えます。
ྛẁ位の⛠ྕおよびグᛕရはู⾲をご☜ㄆく
ださい。ㄆᐃᩱはẁ位ごとに1,000㸦ただ
し、༑一ẁྡ人⨺㋟ᒣは2,500㸧がかり
ます。

䝙䝉䝁湯䜑䛠䜚名人
䝙䝉䝁温泉㒊
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国民保㣴温泉地䛻䛴䛔䛶

国民保㣴温泉地
温泉法䠄昭和23年法律➨125号䠅䛻基䛵䛝温泉䛾公共的利用増㐍䛾䛯䜑䚸温泉利用䛾
効果䛜十分期待䛥䜜䚸䛛䛴健全䛺保㣴地䛸䛧䛶活用䛥䜜䜛温泉地䜢環境大⮧䛜指定䛧
䛶䛔䜛䜒䛾䛷䛩䚹
昭和29年䛻厚生省䠄当時䠅䛻䜘䛳䛶䚸㓟䞄湯温泉䠄㟷森県䠅䚸日光湯元温泉䠄栃木県䠅䚸
四万温泉䠄⩌㤿県䠅䛾3䞃所䛜最初䛻指定䛥䜜䜎䛧䛯䚹以後年䚻数䛜増䛘䚸令和4年10
月現在䛷指定温泉地数䛿全国䛷79⟠所䛸䛺䛳䛶䛔䜎䛩䚹

国民保㣴温泉地協㆟会 ⇒ MATCHYA 䛸㐃携䛧䚸10䛾ゝㄒ䛷 情報提供
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⋈（ઙ）崳崣崛峨峋
⋉（ઙ）崳崣崛અ社
⋊（ઙ）崕嵑崫崰崳崣崛
〇  崳崣崛町૽場

⇒ 岣ુ資本社会岤 峢
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環境䝰䝕䝹㒔市
SDGs未来㒔市
䝊䝻䜹䞊䝪䞁宣ゝ㒔市

人䚻䛾尊厳䛜大切䛻䛥䜜䚸⮬由䛺㢼土䛾䜎䛱

崳崣崛町峘峨峋峏岹峴

∞ 多様峔公共峘担い手 ∞
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